
腸音ビッグデータを活用した個別最適化健康行動支援アルゴリズム開発
（２０２５年度～２０２６年度）

腸note株式会社
世界で我々のみが保有する腸蠕動音ビッグデータを活用し、個人ごとの腸の状態に最適化された健康
行動（腸活）を提案する因果推論型のパーソナライズドアルゴリズムを開発・実装する。これにより、生
活者が自身の腸の変化を科学的に理解し、データに基づいた体感を伴った行動変容が可能となる健康
支援基盤の構築を行い、新しい健康体験を伴う新しい産業の創出を実現する。

本研究開発では、腸蠕動音という非侵襲・リアルタイムのデジタルバイオマーカーと因果推論アルゴリ
ズムを組み合わせる世界初のアプローチによって、健康食品分野における「実感のない摂取」と「エビ
デンスの弱い訴求」という課題解決を図る。 これにより、リコメンドを通じた行動変容・継続性の向上や、
データ起点の商品企画を可能とし、ユーザーと企業双方に双方向の価値を提供する新しい健康行動基
盤を形成する。

作成/更新：２０２５年７月

設立年：２０２５年

利用者にとっての価値は何か、それをどのような顧客体験に落とし込むかのプロトタイピングが完了し
た。また、その体験を実現させるためのインプット情報、アプトプット情報を整理した上で、データ取得を
完了し、アルゴリズム検討を開始した。
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